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盛況の中に終わる 

みんなでふれよう！ いきもの展示とホタルのお話 
―市政50年 柏の自然を考えるフォーラムー           

  

 7 月 17 日（土）、さわやか県民プラザでポスターセッション・講演会が

開かれ、柏の自然環境を守る約20の市民団体のパネル展示による熱心な日

頃の活動紹介、120名を越える参加者の交流と熱心な質疑応答、が行われ、

盛況の中に終わりました。午前9時からの準備に続いて12時から行われた

ポスターセッションは各参加団体制限時間5分以内には収まりきれないほ

ど内容豊富でした。午後2時からは全員、大研修室で小俣軍平先生のクロ

マドボタルについての熱意あふれるお話に引き込まれました。                    

 ポスターセッションのトップをきって「名戸ヶ谷ビオトープを育てる会」から

は稲作・不耕起部会の活動内容を才川さん、ホタルと生きもの部会を松清

さん（写真左）が代表してプランターに入った稲の実物や鳥のカービング

展示、四季の植物写真パネルで紹介しました。終了後の参加者アンケート

「参考になったり興味がもてた展示」の中では「名戸ヶ谷ビオトープを育

てる会」を選んだ人が一番多かったことは嬉しいことでした。前日からの

パネル搬入作業を含め、準備にご協

力いただいたみなさん、ありがとう

ございました。来年は6月頃に開催

する予定です。（松本徳重） 

 

当日の参加団体：柏市環境保全課、こんぶくろ池を考える会、名戸ヶ谷ビオトープを

育てる会、さかいね下田の森自然公園友の会、増尾の自然を守る会、牧場跡地の緑と環

境を考える会、柏ホタルの会、NPOホタル野、大堀川の水辺をきれいにする会、沼南・

手賀沼ボランテイア会、手賀沼にマシジミとガシャモクを復活させる会、柏フオトスリー、

柏第八小学校、名戸ヶ谷小学校。 

                       柏の自然を考えるフォーラムに参加して    

― こんぶくろ池を考える会  

代表 大貫遵子 

「名戸ヶ谷ビオトープ」に自然保護グループ共同展示の相談をしたとこ

ろ、「ホタル講演会」の場での合同パネル展示企画へと話が発展しました。

短い準備期間でしたが、３回に亘る実行委員会を経て当日を迎え、参加者

120 名の大成功を収めました。小俣先生の講演には、こんぶくろ池にもホ

タルが発見できるかも、との希望をもちました。また、各グループのポス

ターセッションには新たな胎動を感じました。柏の自然保護運動の交流に

とり貴重な機会となりました。市の環境保全課をはじめ、フォーラム成功の

ために努力いただいたみなさんに心からお礼を申し上げます。 

講演中の小俣軍平先生 

「下田の森」代表の高橋さん 

「こんぶくろ」代表の大貫さん 



  
 
                         

○ 不耕起稲作部会の水田は不耕起と冬季湛水の効果で雑草が少なく省

エネ・省力の特徴が実感できました。今年は害虫の発生も少なく無農

薬で経緯しています。びっくりしたのは、大量に発生したサカマキガ

イが稲一株に１０匹位木登りしていることです。稲には害はないよう

ですが、なぜ登るのか不明で現在調査中です。 
○ ７月１７日の市制施行５０年記念事業「みんなでふれよう！柏の生きもの 

～生きもの展示とホタルのおはなし～」に水田部会・不耕起部会で参加し稲作

の素晴らしさを訴えました。 
○ 初穂が７月１９日に発見されました。今年は暑い日が続き、どこの水田も初穂が早いそうですが５月２２日

に田植えをした稲が約６０日で初穂とは稲の素晴らしさ・強さを感じます。稲刈りは８月下旬から９月上旬と

早くなりそうです。 

○ 雀対策を行いました。７月３１日・８月１日の両日にわたって水田部会の会員と共にネット張りを行いまし

た。（才川 寿麿） 
 
                 
    
 
今年は豊作になりそうです。稲穂が出揃い、一部は首を垂れ始めまし

た。昨年より１０日ほど早いですね。草取りは、６月１２日に会員で、

７月６日には名戸ヶ谷小の５年生と会員、環境保全課の皆さんで行いま

した。また、１８日には会員で最後の草取りを行いましたが、時期が少

し遅れてしまい、草が多く強く大変でしたね。参加者の皆さん、暑さも

厳しく本当にご苦労様でした。来年は更に多くの会員のお手伝いをお願

いします。今年は雀対策として、ネット張りを不耕起部会の皆さんと合同

で行いました。（小笠原 智）                                 

 

 

 ホタル観察会                
 
ホタル部会では先に遮光ネット張りをしたケイヨーD2 横および ホタ
ル発生を確認していた市内の別の２ヵ所を順次まわりながら、7月31日夜
7時からホタル観察会を行いました。D2横には18人が参加し、水辺に近
い草むらの 3ヶ所で総数 20匹以上の光っているホタルを観察することが
できました。 

 
車に分乗して移動した次の地点では参加者 26 人に増え、下の草むらや
見学者の頭の上を流れ星のように飛ぶ何匹かのホタルを見ることができま

した。捕まえたホタルを掌にのせてじっと眺めている子どもたちもいまし

た。ついで、近くのホタルが自然発生している場所に移動し、9 時に解散
しました。                              
去年のD2横のホタル観察会は延べ800人の参加で大盛況でしたが、今
年は事前調査でホタルの飛翔があまり見られなかったため、ビオトープ会

員と柏ホタルの会関係者に限った今回のようなかたちの観察会となりました。 
 

不耕起稲作部会 

水田稲作部会 

ほら捕まえたよ！（Ｄ２横にて）

Ｄ２横の遮光ネット張り 

炎天下でのネット張り 

       最後の草取り 



ビオトープ生態系調査 

                   
５月 2９日（土）１０時から１２時まで、ビオトープ生態系調査を行
いました。今回は参加者を二組に分け、前半後半で入れ替えて、動物と

植物の両方に参加できるかたちで実施しました。講師は前回と同じ、植

物担当に岩瀬徹氏、動物に浅間茂氏と柄沢保彦氏。参加会員は 16 名で
した。当日は天候に恵まれた上に参加者の年齢層も幅広く、有意義な調

査が実施できました。記録の上で今回初めて発見された種は、動物ではオオヨシキリ、カメノコテントウムシ、

コアシナガバチ、モンシロチョウの４種。植物ではギシギシの１種。今回記録された種は動物が 14 種、植物が
21種。全体として、多くの種を見つけられなかった印象を受けましたが、これは調査の実施時期（昨年春の調査
は6月12日と22日）が若干異なったことの影響でしようか。Bゾーンに関しては、ガマなどの大型植物が昨年
に比べて更に優勢になっており、生物多様性の維持という観点からも何らかの対策が必要と思われます。（環境保

全課 橋爪 ） 

植物リスト  

 

                     

 

動物リスト                 １５年度春の①～④は調査対象区割り表 

      

今回確認された種    

 

 

 

生態系調査（春） 

アシカキ、アメリカセンダングサ、イ、イヌスギナ、ガマ、ギシギシ、スズメノテッポウ、 

セイタカアワダチソウ、セイヨウタンポポ、セリ、チガヤ、ノゲシ、ハコベ、ハルジオン、ヒメガマ、

ヒメジョオン、ホタルイ、マコモ、ミゾソバ、ミント、ヨシ 



     花だより    佐々木光正    

 ８月はガマとヒメガマは花を終えて果穂になっています

が、新たにコガマの果穂を見ることができます。三種類のガ

マを観察する方法の一つに水深との関係があります。水深が

深くなるにつれて、コガマ→ガマ→ヒメガマと生えています。

ガマ以外の大型植物も開花します。８月にはマコモ、９月に

はヨシがそれぞれ花をつけます。これらの大型植物の足元で

はヨシがそれぞれ花をつけます。これらの大型植物の足元で

は水田雑草などの小型植物が賑やかになります。白色のセリ、黄色のチョウジタデ、淡紅

色のミソハギ・アカバナ・キクモ、紫色のコナギなど色とりどりです。矢じり形の変わっ

た葉をもつオモダカ（写真左上）の白い花が水田の中に見え隠れしています。８月には待望のイネ（写真右上）

の花が咲きます。植物観察会は８月２１日（土）と９月１８日（土）です。 
 

藪崎恒雄氏談 （文芸資料館にて）           

野仏のことー名戸ヶ谷の「庚申様」と「六地蔵」 

庚申様： 室町時代から受け継いでいる民間信仰のひとつ、庚申講、には石橋奉納、三夜

様（名戸ヶ谷小入り口の小祠の13仏板碑）、の他に大きな道路の村の入り口（三叉路）には

庚申様があり、そこから疫病が村へ入ってこないように、名戸ヶ谷では７ヵ所に庚申塔が建

てられていました。名戸ヶ谷小前（戸張へ行く道）、花野寮前（増尾への幹線道路）、焼き場

近くの塔（中新宿へ通ずる昔の道路。宅地造成でこの庚申塔は現在八小前の庚申塔に合

祀）、八小前（昔の日光街道へ通ずる道路）などです。庚申塔の下には必ず目・口・耳を塞

いだ３匹の猿の姿が彫られていますが、これは”さんし”の虫（道教で言う「邪悪」）が人の腹

の中に入らないように  との願いを表しており、「庚申の日には気を付けろ！」と昔から言

い伝えられてきました。神社の境内に多く見られる百庚申塔は数にモノを言わせて願い事

を叶えたい、と思ったからでしょうね。上郷、観音堂墓地入り口には全国的にも珍しい庚申

様があり（写真左上）、ショケラという小児を右手にぶらさげています。青面金鋼像では市内で

一番古いものですが、昔は近くの三叉路にあったものでしょう。 また、昔の女人講が建てた石橋も２ヵ所にありました。

私の家の近くと、もう一つは今のバス通りから名戸ヶ谷ビオトープへ通ずる細い道の途中です。 

現在は香取神社に移設され、「願主女人講」と記されて保存されています。 

 

六地蔵： 名戸ヶ谷では２ヶ所にあります。法林寺の山門下、と池田庵墓地入り

口の山道の土手。六地蔵は六道思想に起源する平安の昔からの考え方で、死

後の世界を六つに分け、前世の生き方によって死後は閻魔大王によって六つ

の世界に送られる。その六つの死後の世界の救世主が六体の地蔵菩薩です。

寺（墓）の境内に一歩踏み入ればそこは地獄でしたから、六地蔵はこの世とあ

の世の境界に立っているわけです。（聞き書き 広報編集部）         

   

 

   

 

   

  

 

編集後記： 市政50周年企画「いきものフオーラム」。自然保護運動グループが一同に会し、日頃の活動を学
び合う素晴らしい交流の場となりました。参加者からの熱い期待に応えて、実行委員会事務局の恒常 
化も決まりました。また、異常な暑さが幸いしてか、今年は稲の生育も見事です。スズメの先を越して、炎天

下、みんなで頑張ってネット張りも完了しました。どうやら、稲刈りの日時も例年より早まりそうです。

（広報担当 春山） 

観音堂墓地入り口 

法林寺境内の六地蔵


